
 

陳情番号 陳情 第 １ 号 

受理年月日 令和６年２月６日受理 

付託委員会 総務企画常任委員会 

（件名） 

 「国民宿舎吹上砂丘荘の来年３月閉館に反対」の陳情書 

（陳情の要旨） 

 上記説明会が令和６年２月１日に吹上中央公民館で午後７時～午後１０時

迄、雨の降る夜、そして市職員の会場整理の約１０名近くの警備の中であっ

た。 

 マスコミにも市側の方で連絡があったのか、数社が来ていた。資料がないま

ま行われた。 

 数年前の「ゆーぷる」問題の時より発言者は多かった。発言内容は「早急で

ある」「再考をして欲しい」「吹上を日置市をどうするのか」・・・など市政に

対して市民の声をもって聞いて欲しいとの発言が大多数であった。残念なが

ら市議会議員の方々は少なかった。 

 市側は「赤字」「人手不足」「築５３年」・・・を繰り返すばかりで市民側は

せめて３月議会提案だけはしないで欲しいとの意見が出たにも拘わらず、夜

１０時過ぎ閉会した。 

 翌日の南日本新聞には市民の意見は１つも掲載されていないが、２月２日

の夕方６時１５分 MBC テレビで、市長は「きょうの意見を含めて今後庁舎内

で検討する」との放送があった。しかし会場では開かれなかった。 

 今回の問題は経営赤字の原因を「コロナ」「人手不足」「老朽化」・・・など

と言っているが国体後は客数も増化しているとの説明もした。人手不足と言

うが、10 名も職員がいないのは、勤務労働条件が悪いと証明している。労働

条件を改善してはどうだろうか。もっと市民との話し合いが必要と思われる。 

 よって「国民宿舎吹上砂丘荘の来年３月閉館に反対」の陳情を提出する。 

 


